
新たな議会体制が決
定！

　春の足音が聞こえてきます。18人体制の新たな議会構成も決まり、議会広報特別委員
会では、本紙の表紙を次号から刷新したいと計画しています。ご期待ください。�（原田）
　男女同権、日本は最下位（OECD加盟国）。女性に認められている法的権利は、男性の
８割弱に過ぎません。人口の半分を占める女性。女性議員が増えてうれしい。� （前田）
　この度の補欠選挙で一年生議員となり、広報委員として「市議会だより」の編集に携わ
ることになりました。より良い紙面づくりが出来るよう、一生懸命頑張ります。�（堀毛）
　３年間のコロナ禍の中、不自由な学校生活を送った中高生達が、無事母校を巣立ちま
した。４月からの新しい生活においては、是非のびのびと活躍してくれますように。（渡辺）
　丹波市と丹波篠山市での消防司令業務の共同運用を実施しない、との報告があった。
消防の連携は重要なので、共同運用は出来なくとも連携強化を要望しておいた。�（安井）
　令和４年度を振り返り、ウイズコロナに向けて少しずつ社会が動き出しました。３月
13日よりマスク着用が緩和に。気持ちを切り替え心地よい春を迎えたいものです。（園田）

ま ち な み

青
せい
藍
らん
会
かい
　（荀子故事 “出藍の誉れ” より、先輩は後輩を育て、後輩は先輩を越えることを目指す政策集団）

　◎足立　義則　　森本　富夫　　上田　英樹　　原田　豊彦

公
こう
明
めい
党
とう
　（教育・福祉・平和を目指す会派）

　◎園田　依子　　隅田　雅春

福
ふく
祉
し
と人
じん
権
けん
　（人権を守り、福祉のまちづくりを進めるための政策研究を行う会派）

　◎向井　千尋　　大西　基雄

会派無所属
　　齋藤　𣳾博　　栗山　泰三　　堀毛　宏章　　渡辺　拓道　　安井　博幸　　山田　　潔
　　前田えり子　　萩原　正人　　荒木　礼子　　小畠　政行

※申し合わせにより、議長は会派に所属していません。
※丹波篠山市議会では、２人以上から会派を組織することができます。
※◎は会派の代表者

（令和５年２月28日現在）
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　２月28日会議において、議会構成が変わりました。市民の皆様の負託に応えるべく、全力で取り組んでまいります。

小
こ

畠
ばたけ

政
まさ

行
ゆき

議長
民生福祉常任委員会
①無所属
②無所属
③新荘1263番地1
④552-5100
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足
あ

立
だち

義
よし

則
のり

総務文教常任委員会
議会運営委員会【委員長】
①青藍会
②無所属
③二階町31番地
④552-0622
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堀
ほり

毛
け

宏
ひろ

章
あき

産業建設常任委員会
議会広報特別委員会
①無所属
②無所属
③河原町140番地
④552-5731

5

大
おお

西
にし

基
もと

雄
お

産業建設常任委員会【委員長】
①福祉と人権
②無所属
③菅111番地26
④552-8500
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田
だ

依
より

子
こ

副議長
民生福祉常任委員会
議会広報特別委員会
議会運営委員会
①公明党
②公明党
③油井18番地
④595-1177
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田
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豊
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総務文教常任委員会【副委員長】
議会広報特別委員会【委員長】
議会運営委員会
①青藍会
②無所属
③幡路147番地
④557-0623
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田
だ

英
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樹
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民生福祉常任委員会【委員長】
議会運営委員会
①青藍会
②無所属
③桑原1420番地
④592-0076
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山
やま

田
だ

　 潔
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産業建設常任委員会
①無所属
②日本共産党
③住吉台65番地20
④594-2390

10

萩
はぎ

原
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正
まさ
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と

民生福祉常任委員会
①無所属
②無所属
③南矢代758番地
④506-4418
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千
ち
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総務文教常任委員会【委員長】
議会運営委員会
①福祉と人権
②無所属
③宮ノ前315番地3
④555-2625
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栗
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山
やま

泰
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三
ぞう

産業建設常任委員会
予算決算委員会【委員長】
①無所属
②無所属
③東岡屋39番地3
④552-0657
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藤
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博
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総務文教常任委員会
①無所属
②無所属
③住吉台80番地17
④594-2207
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田
だ

えり子
こ

民生福祉常任委員会【副委員長】
議会広報特別委員会【副委員長】
①無所属
②日本共産党
③小原531番地1
④506-0847

11

荒
あら

木
き

礼
れい

子
こ

民生福祉常任委員会
①無所属
②無所属
③草ノ上721番地
④506-1966

14

渡
わた

辺
なべ

拓
ひろ

道
みち

産業建設常任委員会
議会広報特別委員会
①無所属
②無所属
③園田分239番地
④596-0677

6

安
やす

井
い

博
ひろ

幸
ゆき

総務文教常任委員会
予算決算委員会【副委員長】
議会広報特別委員会
①無所属
②無所属
③味間奥224番地1
④090-8389-8900

7

森
もり

本
もと

富
とみ

夫
お

産業建設常任委員会【副委員長】
議会運営委員会
①青藍会
②無所属
③東木之部137番地
④593-1201
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16

隅
すみ

田
だ

雅
まさ

春
はる

監査委員
総務文教常任委員会
議会運営委員会【副委員長】
①公明党
②公明党
③黒岡683番地
④552-1385

な ま え

写　真

左の数字は議席番号
所属委員会
①会　派
②党　派
③住　所
④電話番号

いずれも午前９時３０分の開会予定です。
議場での傍聴をお待ちしております。
なお、丹波篠山市議会のホームページでも
議会中継をご覧いただけます。

水無月（５月・６月）会議の日程（予定）

本会議（第１日）：5月30日（火） 議案提案　他

本会議（第２日）：6月21日（水） 一般質問　他

本会議（第３日）：6月22日（木） 一般質問　他

本会議（第４日）：6月29日（木） 委員長報告　他

『市民とともにある丹波篠山市議会』
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ト
を
実
施
し
、
出
産
や
子
育
て
の
情
報
提
供

及
び
必
要
な
支
援
を
行
う
。

経
済
的
支
援

　

申
請
に
よ
り
妊
娠
時
に
５
万
円
、
出
産
時

に
子
ど
も
１
人
あ
た
り
５
万
円
を
給
付
す

る
。

事
業
開
始

　

令
和
５
年
２
月
～

対
象
者

　

令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
５
年
３
月

31
日
に
出
生
し
た
子
ど
も
を
育
て
る
保
護

者
。

　

ま
た
、
令
和
４
年
度
中
に
妊
娠
届
を
出
さ

れ
、令
和
５
年
４
月
以
降
に
出
産
予
定
の
方
。

問　
本
事
業
は
国
か
ら
の
交
付
金
10
万
円
を

支
給
す
る
も
の
だ
が
、
本
市
で
は
既
に
妊
婦

一
人
当
た
り
10
万
円
の
支
給
を
市
の
単
独
事

業
で
実
施
し
て
い
る
。

　
国
の
給
付
金
事
業
を
実
施
す
る
場
合
、
今

ま
で
実
施
し
て
き
た
出
産
支
援
金
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
す
る
か
、
市
の
方
針
は
決
ま
っ

て
い
る
の
か
。

答　
国
か
ら
の
給
付
金
制
度
が
出
来
た
か
ら

と
い
っ
て
、
出
産
・
子
育
て
に
つ
い
て
、
全

て
補
え
る
も
の
で
は
な
い
。
子
育
て
に
は
重

層
的
な
支
援
が
必
要
と
考
え
て
い
る
た
め
、

引
き
続
き
市
の
子
育
て
施
策
と
し
て
位
置
づ

け
、
取
り
組
む
方
向
で
考
え
て
い
る
。

問　
健
康
課
で
は
、
コ
ロ
ナ
対
応
等
で
忙
し

い
状
況
の
中
、
本
事
業
も
実
施
し
よ
う
と
し

て
い
る
。
健
康
課
の
現
在
の
職
員
体
制
で
、

さ
ら
な
る
出
産
・
子
育
て
支
援
に
取
り
組
む

こ
と
が
可
能
な
の
か
。

　
事
務
所
内
は
人
が
多
く
密
に
な
っ
て
危
険

で
は
な
い
か
と
い
う
指
摘
も
あ
る
が
、
事
務

所
と
し
て
さ
ら
に
充
実
し
た
支
援
を
実
施
す

る
余
力
が
あ
る
の
か
。

答　
健
康
課
は
専
門
職
と
事
務
職
が
両
輪
と

な
っ
て
、
職
員
同
士
、
助
け
合
い
な
が
ら
事

務
を
進
め
て
い
る
。
今
回
の
子
育
て
応
援
給

付
金
に
つ
い
て
は
、
伴
走
型
と
経
済
型
の
支

援
が
一
体
と
な
っ
た
支
援
と
な
り
、
伴
走
型

に
つ
い
て
は
助
産
師
３
人
で
対
応
出
来
て
い

る
た
め
、
増
員
は
考
え
て
い
な
い
。

　

事
務
所
内
の
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
は
、
適

宜
、
換
気
を
行
う
な
ど
の
適
切
な
対
応
を
し

て
い
る
。
ま
た
、
職
員
の
健
康
管
理
に
は
気

を
付
け
て
お
り
、
コ
ロ
ナ
感
染
者
も
出
て
い

な
い
。

問　
多
胎
の
妊
婦
は
、妊
娠
中
は
も
ち
ろ
ん
、

精
神
的
不
安
や
出
産
後
の
準
備
な
ど
、
多
方

面
で
苦
労
を
さ
れ
て
い
る
。国
の
施
策
で
は
、

多
胎
妊
婦
に
対
し
て
重
層
的
な
サ
ポ
ー
ト
が

十
分
で
き
て
お
ら
ず
、
そ
の
対
策
と
し
て
市

が
支
援
強
化
す
る
こ
と
も
必
要
だ
と
考
え
る

が
、
多
胎
妊
婦
に
対
す
る
支
援
強
化
策
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答　
本
市
が
実
施
し
て
い
る
出
産
支
援
金
に

つ
い
て
は
、
多
胎
妊
婦
に
対
し
て
10
万
円
の

支
給
に
５
万
円
を
上
乗
せ
し
て
支
給
し
て
お

り
、
妊
婦
健
診
補
助
に
つ
い
て
も
上
乗
せ
支

給
を
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
国
の
交
付
金
事
業
に
つ
い
て
は
、

多
胎
妊
婦
で
あ
っ
て
も
妊
娠
に
対
し
て
は
５

万
円
の
支
給
だ
が
、
出
生
児
に
対
し
て
一
人

当
た
り
５
万
円
を
支
給
す
る
予
定
。

　

多
胎
の
妊
婦
支
援
は
と
て
も
大
事
な
こ
と

で
あ
り
、
母
体
に
も
精
神
的
に
も
大
変
負
担

の
大
き
い
も
の
だ
と
認
識
し
て
い
る
。
Ｍ
ｙ

助
産
師
制
度
に
よ
り
、
多
胎
の
お
母
さ
ん
に

も
寄
り
添
う
支
援
を
し
て
い
き
た
い
。

　
令
和
４
年
12
月
に
国
の
方
針
に
よ
り
、
す

べ
て
の
妊
婦
・
子
育
て
家
庭
が
安
心
し
て
出

産
・
子
育
て
が
出
来
る
環
境
整
備
を
進
め
て

い
く
た
め
に
、「
出
産・子
育
て
応
援
交
付
金
」

が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
れ
を
受
け
て
、
本
市
に
お
い
て
も
給
付

金
交
付
事
業
を
実
施
す
る
た
め
、
一
般
会
計

の
補
正
予
算
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

■
出
産
・
子
育
て
応
援
交
付
金
事
業

�

【
２
，
６
２
３
万
円
】

　

Ｍ
ｙ
助
産
師
制
度
と
併
せ
て
、
妊
娠
期
か

ら
子
育
て
ま
で
一
貫
し
て
身
近
な
相
談
に
応

じ
必
要
な
支
援
に
つ
な
ぐ「
伴
走
型
相
談
支

援
」の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
妊
娠
届
や

出
生
届
を
行
っ
た
妊
婦
等
に
対
す
る「
経
済

的
支
援
」を
一
体
的
に
実
施
。

伴
走
型
相
談
支
援

　

妊
娠
届
出
時
や
乳
児
家
庭
全
戸
訪
問
時

に
、
助
産
師
な
ど
に
よ
る
面
談
や
ア
ン
ケ
ー

１
月
17
日
会
議

出
産
・
子
育
て
応
援
交
付
金

総
額
２
，６
２
３
万
円

一　
般
　
会
　
計

QRコード

スマートフォン
などで読み取る
と本会議の動画
をご覧いただけ
ます

補 正 予 算



　
令
和
５
年
１
月
20
日
発
行
の
市
議
会
だ
よ

り
１
０
３
号
で
、
内
容
に
一
部
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
訂
正
し
て
お
詫

び
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
、
同
様
に
訂

正
し
ま
し
た
。

13
ペ
ー
ジ

市
施
設
の
指
定
管
理
者
を
決
定

誤福
住
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
性
化
施
設

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　
Ｓ
Ｙ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｂ
Ａ

正福
住
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
性
化
施
設

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　
Ｓ
Ｈ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｂ
Ａ

16
ペ
ー
ジ

次
回
の
会
議
は
２
・
３
月
に
開
催
し
ま
す
。

（
常
任
委
員
会
・
分
科
会
）

誤２
月
３
日
（
金
）
総
務
文
教

正３
月
３
日
（
金
）
総
務
文
教

議
員
の
辞
職

大
上
議
員
の
辞
職
を
許
可

　

令
和
５
年
１
月
12
日
、
大
上
和
則
議
員
か

ら
一
身
上
の
都
合
に
よ
り
議
員
辞
職
し
た
い

旨
の
願
い
出
が
あ
り
ま
し
た
。
令
和
５
年
１

月
17
日
会
議
で
、
辞
職
を
許
可
す
る
こ
と
が

決
ま
り
ま
し
た
。

議
員
の
訃
報

河
南
議
員
が
ご
逝
去

　

令
和
５
年
１
月
12
日
、
河
南
克
典
議
員
が

ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を

表
し
、
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま

す
。

　

河
南
克
典
議
員
の
功
績
に
つ
い
て
は
、
１

０
５
号
で
顕
彰
し
ま
す
。

副
議
長
の
選
挙

園
田
議
員
が
副
議
長
に

　

令
和
５
年
１
月
17
日
会
議
で
、
大
上
議
員

の
辞
職
を
許
可
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し

た
。

　

副
議
長
で
あ
っ
た
大
上
議
員
の
後
任
に
、

園
田
依
子
議
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

 
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
研
修

丹
波
市
議
会
と
合
同
で

　

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
対
す
る
知
識
や
対

応
を
学
び
、
更
な
る
資
質
向
上
を
図
る

た
め
、
弁
護
士
の
太
田
雅
幸
氏
を

招
き
、「
政
務
活
動
に
お
け
る
不
当

な
言
動
」と
題
し
た
丹
波
市
議
会

と
の
合
同
研
修
会
を
令
和
５
年
１

月
10
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

 

手
話
の
実
技
研
修

手
話
で
自
己
紹
介

　

丹
波
篠
山
市
み
ん
な
の
手
話
言
語
条

例
が
制
定
さ
れ
て
か
ら
、
お
よ
そ
10
年

が
経
過
し
ま
し
た
が
、
手
話
の
理
解
と

普
及
が
十
分
に
出
来
て
い
る
と
は
言
え

ま
せ
ん
。

同
意
第
１
号

隅
田
議
員
が
監
査
委
員
に

　

令
和
５
年
１
月
17
日
会
議
で
、
酒
井
市
長

か
ら
隅
田
雅
春
議
員
を
監
査
委
員
に
選
任
す

る
こ
と
に
つ
い
て
同
意
を
求
め
る
議
案
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
全
員
賛
成
に
よ
り
同
意
し

ま
し
た
。

　

議
会
と
し
て
も
手
話
が
言
語
で
あ
る

こ
と
を
認
識
し
、
手
話
の
理
解
と
普
及

に
広
く
努
め
る
た
め
、
市
の
職
員
を
講

師
と
し
て
招
き
、
簡
単
な
手
話
の
実
技

研
修
を
令
和
５
年
１
月
30
日
に
開
催
し

ま
し
た
。

市
議
会
だ
よ
り
１
０
３
号

 

訂
正
と
お
詫
び

議員研修会を開催

保健福祉部長らを講師に手話を学ぶ


